　

　場所が変わって新戸町カサデラスの地下12階。

　地下12階の会議室に、八津子をのぞくボディコン戦隊の４人が寄りつ

どっている。

　薄暗い部屋の壁面モニターが発光して、そこに暗刻指令の上半身が映

しだされた。彼は命令を下す。

「辺那八津子からの連絡があった。新戸町ＣＣのサファリランドにおい

て、ハゲ対ハゲ薬軍による戦争に主婦や女子高生が巻き込まれていると

いう情報が入った。現に辺那八津子がその戦いに巻き込まれている……」

「ヤッコちゃん、ゲーハーだったっけ？」

　と、八田弥代が口を挟んだ。

「さあ。デーハーなことしてるけど…」

　瑪茄社奈伊が答えた。

　暗刻司令は言う。

「辺那八津子とその同級生らは、授業科目という名目によってなし崩し

的に戦闘への参加を強要されており、これは攻撃軍による攻撃力の確保

が半強制的な徴兵によって行われていることの裏付けでもある。

　しかしこれは戦争の放棄をうたう日本国への重大な挑戦であり、同時

に人道的な見地からもこれを看過することはできない。

　そこで諸君らには新戸町サファリランドに向かい、辺那八津子たちを

救出して戦闘の強要を裏付ける証言を確保してもらいたい。すぐそこな

んで、すぐに向かってくれ。以上だ」

　暗刻指令はそう言うと、例によって一方的に連絡を絶った。

「なんだか話がデカくない？」

　と、門幻菜乃が感想をもらした。

「日本で戦争しても大丈夫なの？」

　奈伊がきいた。この話にリアリティーを求めても無駄である。

「さっき、通りで爆弾が炸裂してたの、あれ戦争だったんだ」

　弥代がとぼけたことを言う。

　志津麗奈は命令内容をかみ締めながら静かに立ち上がると、皆に語り

かける。

「戦争はともかく、何も知らない少女たちに戦わせているのは許せませ

ん。すぐにヤッコちゃんたちを助けに参りましょう！」

　皆に異論はなかった。

　歩いて５分のところで戦争していたので、ボディコン戦隊の到着はむ

ちゃくちゃ早かった。

《新戸町サファリランド；　新戸町ＣＣパークの南に位置する野生動物

放し飼い地帯。都会のジャングルに本物のジャングルを、という訳分か

らない都市緑化計画の名目のもとにサファリ化された公園。入園無料。

ジャングルの動物からサバンナの動物まで、生の生態を観察できるとっ

てもアニマルな場所。（新戸町カサデラス調査隊）》

「――大佐！　後方からボディコン戦隊!!」

　突然のボディコン戦隊に、カンツ大佐が驚いて驚いて後ろに振り返っ

た。知らぬ間に、丘の頂上には戦場にはまったく不釣り合いのボディコ

ン服を着た戦士たちが颯爽と立ちはだかっていた。既にボディコン戦隊

の面々は変身をすませている。

　レイナは均整のとれた豊かな胸の谷間からクレジットカードを取り出

すと、それに軽く口づけをした。そして、決めゼリフをささやくように、

だが敢然として語りかける。

「街の色を変える、優雅にして大胆なカトレアこと、ワインレッド＝レ

イナ！」

　ナイはパチンコ玉を指にはさみ、それを頬寄せていた。彼女はパチン

コ玉を遊びながら、甘く語りかける。

「甘くせつない青春は、露もしたたる紫陽花（あじさい）の薫り。青く

ほのかに染まった紫陽花こと、アクアマリン＝ナイ！」

　ナノはムチを手にして、誰を手なずけるか思案中である……。

「踏まれても踏まれても立ち直る蒲公英（たんぽぽ）はひたむきな乙女

心の象徴。ボディコン戦隊の紅一物こと、プリムローズ＝ナノ！（やっ

と決めゼリフが言えたわ！）」

　イヤヨは髪の毛をいじって、いちずに枝毛を探している……。

「ヒナギクの花輪は無邪気な乙女の願い。騎士たちへの祈り。花と花と

を編んで、――戦争よっ！！騎士に捧げる恋の花こと、ショッキングピ

ンク＝イヤヨ！（ワタシも言えたけど、ちょっとヘン！）」

　彼女のセリフが終わると同時に、４人はなんだか分からない動きをし

て、決めポーズ４人バージョンを周囲に見せつけてみせた。そしてそれ

になんの意味があるのか定かではないのであるが、周囲をフラッシュま

でさせてそれを見せつけてみせた。ボディコン戦隊の登場である。

　ボディコン戦士たちはそれぞれの武器を取り出すと、すぐさま攻撃に

移った。クレジットカードやパチンコ玉、それにハズレ馬券の束という、

特殊兵器が戦場に乱舞する。

　背後からの特殊任務戦隊の攻撃に、敵兵たちはにわかに浮足立ってき

た。彼らはハゲオヤジを相手にしていたが、ボディコン娘までも敵に回

してはいない。

『おい。ボディコン戦隊を敵にしたら一生女に縁がなくなるぞ！』

『オレ、ボディコン娘だけが心の救いなんだ！』

『悪いがこの戦い、ここで降りさせてもらうわ』

　陣地で戦う兵士たちは傭兵の集まりであった。傭兵だけに士気が崩れ

るのも早い。あちこちで兵士が陣地から抜け出していき、いずこかへ逃

げ出しだした。

「逃げる人を襲ってはだめ！」

　と、レイナは皆に華麗なる指示を与える。

　これで敵兵は脱走しやすくなり、敵の士気崩壊にますます拍車がかかっ

た。それでも抵抗する敵兵には、容赦のない攻撃が加えられた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（つづく）

